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2021 年度実務実習 近畿地区連絡会配付資料 

令和3年1月14日 

 

実務実習指導・管理システム（WEBシステム）利用指針2021年度版 

 

病院・薬局実務実習近畿地区調整機構 

WEBシステム検討作業部会 

 

近畿地区における2021年度実務実習において、「実務実習指導・管理システム」（WEBシステム、

富士ゼロックスシステムサービス株式会社）を利用します。本指針は、2020年度版の利用指針を

改訂したものです。 

 

Ⅰ．全体事項とお願い 

・具体的な入力・使用方法は「実務実習指導・管理システム操作マニュアル3版」（指導薬剤師

向け、大学教員向け、実習生向けの3種類がある）、および実務実習指導・管理システム2020

年度改修計画（富士ゼロックスシステム社作成：p.5）をご参照ください。 

 

Ⅱ．薬局・病院間の連携について 

・改訂コアカリにおいては、薬局－病院の施設間連携をさらに図ることが求められています。

WEBシステムにおいて、薬局・病院の指導薬剤師は相互に、学生の「一週間の振り返り」およ

び「実習全体の振り返り」を閲覧可能な機能があり、施設間連携の重要なツールとして是非

ご利用ください。 

 

Ⅲ．登録およびID・仮パスワードの発行・伝達について 

・2021年度の実習において、実習施設（薬局あるいは病院）の登録およびID・仮パスワード

の発行と施設への伝達は、ID、仮パスワードを発行した大学が責任をもって必ず行うことと

する。 

・特に、自大学が第1期実習開始前に「施設の登録、ID・仮パスワード発行」を行ったとき、自

大学の学生が第1期ではなく第2期以降に当該施設で実習を履修する場合であっても、自大学

が責任をもって第1期実習開始前に当該施設に発行したID、仮パスワードを必ず伝達すること

とする。 

・なお、2019年度・2020年度に使用した施設管理ユーザーのID、パスワードは2021年度以降も

利用することができる。 

 

Ⅳ．実習終了時の評価表について （施設へのお願い） 

・実務実習終了後、WEBシステムにある「実習終了時の評価」（病院評価／薬局評価）を登録し

ていただき、「データ出力」のタブをクリックし、絞り込み条件を選択後にPDFをダウンロー

ドする。そのPDFを印刷し、署名・捺印して大学に郵送していただきますようお願いします。

なお、返信用封筒などは、各大学で対応・運用します。 

 

Ⅴ．使用指針 

１．学生プロフィール 

・必須項目（実習生氏名、実習生氏名ふりがな、生年月日、実習生連絡先）のみ記載する。 

・生年月日（必須項目）は紐づけされた指導薬剤師、担当教員のすべてが閲覧可能となってい

る。従って、各大学で決めた年月日（架空の生年月日、創立記念日等）を入力するなど、各

大学の判断に任せる。 

・「大学教員からのコメント」欄は原則記載する。 
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・WEBシステムへの入力とは別に、従来どおりの紙版学生プロフィール（顔写真を貼付したも

の）を施設側に提出する。なお、近畿地区においては、学生プロフィールへの学生写真の貼

付機能は、個人情報の保護の観点から使用しないこととする。 

 

２．実務実習実施計画書（実習生は編集不可） 

＊実務実習実施計画書は（1）～（9）の 9項目の内容から構成されており、すべてに入力するこ

ととし、原則、空欄を作らず作成する。テンプレートを作成して登録することも可能です。 

＊当該学生のスケジュールは事前訪問時に確認する。 

＊病院/薬局実習スケジュール ＜実習施設が大学に提示する事項＞ →(8)実習情報（p.3参照） 

実習施設は、次の①～③のいずれかの方法で実習情報を伝達する。 

① 施設側から紙版で大学側に提示 

(8)の実習情報の内容は、紙版で実習施設の具体的な実習内容とスケジュールを伝達 

する。 

② WEBシステムに添付またはテンプレートから登録する。 

③ WEBシステムのスケジュール欄に入力する。 

なお、スケジュール欄には評価計画を記載してもよい。 

 

以下に、実務実習実施計画書の（1）～（9）の具体的な記載内容を示す。 

（1）実習生に関する情報（プロフィール内容などが表示される）【各大学独自で入力する】 

・実習にあたり特に伝達が必要な特記事項を記載する。 

（2）大学での実習状況 【各大学独自で入力する】 

・大学での教育内容（特に臨床準備教育）の概略の伝達 

概略評価表（近畿地区で作成）は紙版で記入したものを施設側に提出し、その旨をWEBシステ

ム内に記載しておく（例：概略評価表の紙版を提出します）。なお、概略評価は学生の自己

評価を記入するものとし、教員による評価記入は各大学の判断とする。 

・大学での学習で気づいた実習に当たり特に伝達が必要な特記事項 

（3）実習の概要 【施設で入力する】 

・薬局と病院の施設情報のうち、施設名、電話番号は自動で入力される。 

・施設情報のうち、「指導薬剤師名（認定実務実習指導薬剤師）、責任薬剤師名、連絡先のメ

ールアドレス」は施設側で必ず入力してください。特に、実務実習の受入施設の要件の1つである

指導薬剤師名（認定実務実習指導薬剤師名）は必ず入力して下さい 

・大学は、実習開始前に受入施設の重要な要件の1つである認定実務実習指導薬剤師の確認を行

って下さい。 

 

（4）薬局と病院での改訂コアカリに準拠した実習内容（代表的な疾患の体験を含む）の分担

（案）について 【各大学独自で入力し、施設側で内容を更新する】 

1）最初の登録は大学が行い、登録後の情報は施設側でも更新可能である。 

・分担案:薬局と病院の分担について記入／登録する。 

・薬局実務実習:複数の施設での実習の場合、各施設の実習内容等を記入／登録する。 

・病院実務実習:複数の施設での実習の場合、各施設の実習内容等を記入／登録する。 

2）施設側と大学間で協議することが望ましい。必要に応じてグループのデータを参照。 

3）記入／登録の例 

① 改訂コアカリの各SBOについて、薬局と病院の実施分担（案）は、薬学実務実習におけるガ

イドライン・別表「薬学実務実習における実施内容（例示）」に従う。 

・実施分担を表等で示してもよい。 

・例示と異なる場合は、その旨を記入する。 
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② グループの計画書（グループ協議会で作成）またはその内容の抜粋をシステムに登録（添 

付）する。テンプレートからも登録できる。 

 

施設名 

代表的な疾患 実習項目 備考 

がん 
高血

圧症 

糖尿

病 

心疾

患 

脳血
管障

害 

精神

神経 

免疫 
・ｱﾚ

ﾙｷﾞｰ 

感染

症 
OTC 在宅 

その

他 
 

ＡＡ薬局 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○  
９週

間 

ＢＢ薬局 

（協力薬

局） 

× ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×  2週間 

○○病院 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○        

 

③事例を文書で記載する。 

例：薬局では高血圧、糖尿病薬の調剤、薬学的管理を中心として学習、病院では糖尿病

へのチーム医療、がん治療を中心として学習する。精神科疾患についてはグループの○

○病院にて実習する。等 

（5）大学、実習施設間での連絡事項とその伝達（情報共有）方法【各大学独自で入力する】 

・時期・伝達（情報共有）項目（手段） 

各大学の訪問時期や施設との連絡方法を記入する。 

（6）実習生評価方法【各大学独自で入力する】 

各大学独自でシラバスに記載されている内容（概略評価の寄与割合等）を記入する。 

（7）大学、実習生から実習施設への要望【各大学独自で入力する】 

例）「大学で学んできた知識・技能・態度を基に、実践的な臨床対応能力を身に付ける

参加体験型実習をお願いします」など、コメントを記載する 

（8）実習情報 ＜実習施設が大学に提示する事項＞【施設側に見本を示し入力を依頼する】 

・実習指導体制 

例）総括責任者○○○○、調剤指導者○○○○・・・・ 

学生一人ずつに担当薬剤師を一人つける、在宅は○○薬局、 

・実習施設での具体的な実習内容とスケジュール（予定） 

例）具体的なスケジュールは別途、別紙のとおり 

・代表的な疾患の体験予定 

・実習施設独自の実習方法 

・評価方法 

・実習施設から実習生への要望 

・実習施設から大学への要望 

・大学教員／薬剤師間の連絡事項：（この項目は実習生の閲覧不可） 

・その他 
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（9）その他【各大学独自で入力する】 

薬局実習スケジュール：テンプレートで入力する場合に使用する 

病院実習スケジュール：テンプレートで入力する場合に使用する 

 

３．実習日誌 

・毎日の実習の内容を記載する。 

・「関わった疾患」欄には、1週間の振り返りに記載されているように、「処方解析、投与計画な

どを実施した疾患等」を記載し、単に処方箋による調剤した疾患は除外する。 

 

４．実習期間中における振り返り 

（1）「一週間の振り返り」および「全体の振り返り」 

・原則、大学教員は毎週確認し、「大学教員のコメント」欄に記入する。 

・確認ボタンをクリックすると「確認済」と変更される。4週目、8週目には、個々へのコメント

を記載することが望ましい。実習終了時の「実習全体の振り返り」にコメントを記載する。 

（2）適宜 

・薬局・病院間の連携として、システムにある「一週間の振り返り」、「実習全体の振り返り」を閲

覧していただく。大学教員も把握しておく。 

 

５．到達度評価 

・定期的に（1～2週間ごと）あるいは各項目の実習の区切りがついた段階で、指導薬剤師と実習

生がともに、振り返りの時間を設ける。 

・その際に、概略評価を行う。その上で、次の段階へステップアップするための「具体的な目標

やアドバイス」をいただけると学生にとって目標がより明確になります。また、「概略評価が

上がっていかない場合」は、SBOを参照して、何が不十分なのかをアドバイス願いします。 
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Ⅵ 実務実習指導・管理システム 指導薬剤師対象の2020年度改修項目について 

 

 
 

以上 

No. 実施項目 内容 リリース時期

1
実習追加登録時の指導薬剤師
⾃動紐づけ

同⼀実習生に対し、すでに登録されている実習期間とは異なる実習期
間が登録された場合、同じ指導薬剤師が⾃動的に紐付けされるように
変更。

2020年7月28日

2
実習生検索画⾯の検索結果保
持

実習生検索画⾯で、選択した検索条件と検索結果を保持できるように
変更。

2020年10月末

3
実習生検索画⾯の検索条件追
加

実習生検索画⾯で、施設種別（薬局・病院）を検索条件として追加。 2020年10月末

4
⼀週間振り返り専用タブの
追加

⼀週間振り返りのタブを各週の振り返りと実習全体の振り返りを表⽰
するように変更。

2020年10月末

5
日誌添付ファイルのダウン
ロード

実習生個⼈ページのデータ出⼒画⾯に日誌の添付ファイルをダウン
ロードする機能を追加。実習期間と対象週を選択し、1週間ごとでダ
ウンロードが可能。

2020年10月末

6
メール・伝言機能の送信メッ
セージ内に「返信」「転送」
を実装

送信メッセージをリマインドするため「返信」と「転送」が出来るよ
うに変更。

2021年2月末

7
メール・伝言機能のメッセー
ジ返信時のTO・CC・BCCの保
持

受信メッセージを「全員に返信」する場合、TO・CC・BCCの情報を保
持し、メール作成画⾯でも情報が引き継がれるように変更。

2021年2月末

8
メール・伝言機能の宛先グ
ループの作成機能追加

宛先リストにあるユーザーの連絡先グループを作成するできる機能を
追加。複数の連絡先ユーザーを容易に宛先選択できるように変更。

2021年2月末

9 メール・伝言機能の検索条件追加
メール・伝言機能の宛先検索で薬局、病院の指導薬剤師をそれぞれ検
索できるように変更。また、薬局実習中の実習生、病院実習中の実習
生を検索できるように変更。

2021年2月末

10
メール・伝言機能の本文の
キーワード検索

送受信した過去のメッセージの本文から、キーワード検索ができるよ
うに変更。

2021年2月末

11
メール・伝言機能の返信、転
送時に「Re:」「Fw:」を追加

メッセージを返信時にタイトルの頭に「Re:」、転送時にタイトル頭
に「Fw:」、が⾃動で付くように変更。

2021年2月末

12
メール・伝言機能のメール本
文の⼊⼒枠拡張

メッセージ新規作成時の本文⼊⼒エリアを拡張。 2021年2月末

13
システム利用時間終了前のア
ラート表⽰

システム利用時間終了に近づくと、アラート表⽰する機能を追加。 2021年2月末

機能6. その他

WEBシステム　2020年度指導薬剤師対象の改修項目

機能1.システム管理（実習生と指導薬剤師登録）

機能2.実習生⼀覧（実習生表⽰、検索、その他）

機能3.実習情報（日誌・⼀週間振り返り）

機能4.メール・伝言


